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市民一丸となってコロナウイルス感染症2019に立ち向かおう

札幌市によるコロナとその関連データを分析し、リアルタイムで提示

安心・安全と思えるデータに基づいた医療情報から、
上手な医療のかかり方を皆でつくろう

札幌市民データに基づいたコロナの情報発信
－ワクチン効果、症状発現率とセルフケア－
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１．札幌市のコロナの流行状況およびその特徴を、
 　ウイルスの変化に合わせて市民メガデータから提供

2．感染対策の協力体制につながる情報発信を市民メガデータから提供
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　コロナの流行状況は国や地域により大きく異なります。札幌市ではどのような状況となっているか？区（行政区）や年代ごとでどのよ
うな流行になりやすいか？を市民メガデータから算出し、実効再生産数などを早期からリアルタイムで提供しました。

　変化し続けるコロナの状況、特に重症化率の変化やワクチン接種による変化などを伝えました。これは感染対策の緩急を調整する
ことに大きく関わります。感染対策の協力体制をつくるために重要な情報と考えます。

3．コロナと付き合っていくための上手な医療のかかり方、
　 特にワクチン効果やセルフケアに関わるデータを市民メガデータから提供

　新しい技術であるmRNAワクチンの効果をリアルタイムで迅速に市民メガデータから算出しました。また、感染者の年代別症状発
現頻度を市民メガデータから提供し、より具体的な症状への準備方法・対応法を提示しました（当法人のホームページから閲覧可能
です）。このような地域データに基づいた情報発信が、各地域がコロナと上手に付き合っていくことにつながる市民一丸となった協力
体制作りに繋がると考えます。これらの情報を、札幌市のホームページおよび札幌市医師会のホームページから毎週発信しました。　コロナウイルス感染症2019（以下コロナ）の流行に伴い、市民に感染状況と医療供給体制の情報を的確に伝えることが大切です。

しかし、パンデミックを情報に当てはめたインフォデミックという造語が生まれたように、SNS時代の情報発信は、その莫大な情報量
と拡散の速さにより、真偽の判断が医療者でもとても難しい状況です。また、ウイルスが変異するという特徴から、「別な病気」となっ
たと言っても過言ではない変化も起こり、情報も刻一刻と変わるため、その判断がさらに難しくなっています。さらに、mRNAワクチン
というこれまでに人間では使用されてこなかった医療技術の参入で、未知なるものへの不安は増すことはあっても減ることはないよ
うな状況です。

　パンデミックとなり、そして上手に付き合っていく“withコロナ”の方針となった状況においては、市民の理解と協力が必要不可欠
です。特に札幌市は、北のメガシティーという特徴から、コロナにおいては常に流行の最先端かつ最難関となりやすく、市民一丸となっ
た対策がより求められます。

　多くの市民からの自発的な協力を得るためにも、安心と思える身近なデータに基づいた情報発信が重要です。自分の身の回りでど
のような状況となっているか？を迅速かつ質の高い市民データとして提供することが大切と考えました。

　感染症の専門家が日本では少ない状況ですが、当法人はコンサルタントとして複数病院に関わっているノウハウを活かし、札幌市
と連携することで、10万人前後の市民メガデータから、医療体制を維持するためのわかりやすい情報発信を目指し、実施しました。
このような協力体制による情報発信は、これから増えると予測されている新興・再興感染症へ地域として立ち向かう、一つのかたちに
なると考えます。

　コロナに関連した情報に市民は不安でいっぱいです。特に海外の情報が本当に自分たちに当てはまるのであろうか？という思考は
日本において起こりやすい現象です。そのような中、実際の自分たち自身の地域データから、新型のウイルスの特徴や、新技術である
ワクチン効果などを算出し、それをもとに地域へ迅速に情報発信することは、患者・家族の不安を少しでも解消するためにとても重要
であると考えます。

　さらに、札幌市民の10万人前後のメガデータから、区（行政区）や年代ごとの流行状況や、ワクチン効果・年代別症状発現率データ
などを迅速に提供することは、信頼する医療情報として認知されることに繋がると考えます。市民メガデータに基づき、自分たちが住
む地域のワクチン効果を提示したことで、上手に接種を推奨することができました。また、年代別症状発現率からセルフケアの準備と
対応法、そして受診のタイミングの情報をわかりやすくシンプルに提示できました。コロナに対するセルフケアの学びは、風邪やイン
フルエンザのセルフケアの学びの底上げにもつながったと考えます。

　このような情報発信から、地域ごとの上手な医療のかかり方を、地域住民自らが考え作っていくことができると考えます。そして、
感染症の流行で危機的な状況となっている医療現場の改善につながります。これからますます増えると予測されている新興・再興感
染症への市民一丸となった協力体制のひとつのかたちになると考えます。


